
人々は個人の利益を追求する傾向がある一方で、
インフラ整備については、将来世代のために負担
を受け入れる考えも存在する。しかし、現在の長
大橋の整備過程においては、それが社会全体のも
のであるという認識は十分とはいえない。

インフラ整備は将来への投資であり、30年後の
神戸において、住み続けたい街としての魅力を
高め、都市活力の向上を図る必要がある。

2025

長大橋は、市民に市民に選ばれ続ける神戸を選ばれ続ける神戸を
つくるための都市基盤つくるための都市基盤になるになる

・都市の将来像を示す象徴としての役割・都市の将来像を示す象徴としての役割
・災害に強い都市の印象を与える役割・災害に強い都市の印象を与える役割
・生活圏を維持する役割・生活圏を維持する役割

長大橋は、現在想定される価値だけでなく、30
年後の社会において、新たな価値を生み出すの
ではないか。

長大橋を作るプロセスは、
個人の利益追求だけに基づかない個人の利益追求だけに基づかない社会の社会の
在り方在り方を提起する象徴になる提起する象徴になる

長大橋（インフラ）は、完成後だけでなく、作るプ
ロセスそのものが、社会の在り方を考える機会に
なるなど、完成前から意味を持つのではないか。


